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感受性はMIC1を依頼したにもかかわらず、細菌検査の結果報告書に S・I・Rの判定
のみでMIC値が記載されていなかったのはなぜですか。（同定菌はLactobacillus）

� お問合せ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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ゃっちボールき

　Lactobacillus などの発育不良細菌はMIC法（微量液体希釈法）では検査困

難（培養不能）であり、代わりに発育可能なディスク法で感受性検査を行うこ

とになるため、S・I・Rの判定のみとなります。また、このような場合は結果

報告書にコメントを記載いたします。

　注）�DAP（ダプトマイシン）はMIC法のみ検査可能なため、上記の条件に

よりディスク法で検査した場合は、DAPのみご報告はできませんので、

ご了承ください。

　注）�DAPの適応は、MRSAによる感染症（敗血症、感染性心内膜炎、深在

性皮膚感染症、外傷・熱傷及び手術創等の二次感染、びらん・潰瘍の二

次感染）となっております。

� （検査₂科細菌係回答）

　新しい年度が始まりました。

　今年度は₂年に一度行われる診療報酬改定に加え、消費税の引き上げ、

また所内においては、新規検査項目の開始、検査項目変更への対応と、

忙しかった₃月を乗り切り、少し落ち着いてきたところです。

　ところで何か消費税対策を実施されましたか。我が家では対策を何もしないまま₄月

を迎えてしまいました。しばらくの間、大きな買い物をしなくてもよいように願ってい

ます。お願いだから、車、冷蔵庫、エアコン、テレビ、みんな壊れないように頑張って

くれ！� 正木 篤志（システム課課長補佐）
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